
動物用バイオ医薬品の研究開発およびヒト用医薬品開発への橋渡し研究 今内 覚
1.北海道大学大学院・獣医学研究院・病原制御学分野

   2.北海道大学大学院・獣医学研究院・先端創薬分野
   3.北海道大学・One health リサーチセンター

4.北海道大学・ワクチン研究開発拠点



ヒトの難病

予防法なし

治療法なし
治療薬なし

獣医学研究 獣医学研究の強み

ü自然発症例の解析が可能
ü動物を使用した治療効果
の検証が可能

医学への貢献!!ブレークスルー! 

獣医学から生まれる医学への貢献

(ズービキティ（Zoobiquity）とは？)



課題名︓動物⽤バイオ医薬品の研究開発およびヒト⽤医薬品開発への橋渡し研究
 研究開発分担者︓ 北海道⼤学・⼤学院獣医学研究院 教授  今内 覚

免疫チェックポイント阻害剤がワクチン効果を増強！



IVReD web開設後、2番⽬に掲載いただきました
(2023年3⽉)



(Maekawa et al., Cancers 2023)
(Maekawa et al., NPJ Precis Oncol. 2021)

(Maekawa et al., Sci Rep., 2017)



治療前

⼝腔内悪性⿊⾊腫における腫瘍退縮例(2016年)
(ミニチュアダックスフンド, ♂, 11歳, 悪性⿊⾊腫(ステージII))

北大で開発した免疫チェックポイント阻害剤

(PD-L1抗体) PCT/JP2017/029055
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PD-L1陽性

10週時点 34週時点

検出用PD-L1抗体
(PCT/JP2018/011895・
US特許成立)
による病理診断

→ フナコシに導出(2023年)・販売中 Ø PD-L1抗体治療により、腫瘍の⻑径が80%以上減少
(Maekawa et al., Sci Rep., 2017)



品種：ポメラニアン
性別：♂
年齢： 12歳
症例：悪性⿊⾊腫

⼝腔内原発
術後、⼝腔内に再発
肺転移(ステージIV)

ステージIVの中央⽣存期間54⽇

悪性⿊⾊腫の術後再発部・肺転移巣の消失
治療前 7週時点

術後再発部

肺転移巣

ØPD-L1抗体治療により再発・肺転移巣が消失

臨床研究の実施症例

(Maekawa et al., NPJ Precis Oncol. 2021)

北大で開発した免疫チェックポイント阻害剤 (PD-L1抗体)
PCT/JP2017/029055
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動物医療センターにおける臨床研究
(放射線治療との併用で抗PD-L1抗体の奏効が5倍以上に)
北大で開発した免疫チェックポイント阻害剤

(PD-L1抗体) PCT/JP2017/029055

(Maekawa et al., Cancers 2023)

奏効率：末期がん患者の10-20%
単剤療法
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Ø 牛難治性疾病の病態発生機序の解明
牛伝染性リンパ腫
ヨーネ病
牛マイコプラズマ症

Ø 動物用(ウシ、ウマ、ブタ、イヌなど)チェックポイント阻害剤
2023年プレスリリース (Vaccines 2023)
2021年プレスリリース (NPJ Precis Oncol. 2021)
2017年プレスリリース (Sci Rep. 2017) 
2018年プレスリリース (Infect Immun. 2018) 
2017年プレスリリース (Front Immunol. 2017) 他

Ø チェックポイント阻害剤効果を増強する併用法の研究開発
2023年プレスリリース (Cancers 2023)
2020年プレスリリース (Immunohorizons 2020)
2019年プレスリリース (J Immunol. 2019)   ＊2019年農業技術10大ニュース選出

Ø マダニ媒介性病原体の伝播機序の解明
2021年プレスリリース (Sci Rep. 2021) 他

Ø 脱抗菌剤に向けた新規ワクチンプログラム研究 (プロバイオティクスを用いた免疫増強)
2021年プレスリリース (Vet Microbiol. 2021) 

教室ホームページ https://lab-inf.vetmed.hokudai.ac.jp
ヒト用医薬品開発へ橋渡し可能な獣医学研究を !!
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